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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局のワイヤレス通信の方法であって、
　第１のネットワークにおいてビームスイープを実施するための周期性を調節すること、
前記ビームスイープは、前記基地局またはユーザ機器（ＵＥ）のうちの一方による、複数
の異なる送信空間的方向での、ビームの複数の送信、および前記基地局または前記ＵＥの
うちの前記一方に対する他方による、複数の異なるスキャン空間的方向での、前記ビーム
送信の複数のスキャンである、と、
　マクロ基地局を介して前記第１のネットワークより低いキャリア周波数を有する第２の
ネットワークを通して、ビームスイープを実施するための前記調節された周期性を示す情
報を前記ＵＥに送ることと、
　前記調節された周期性で前記ビームスイープを実施することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記調節された周期性を示す前記情報は、前記第２のネットワークを介してシステム情
報として送られる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記基地局は、ＵＥにサービスし、前記周期性は、前記ＵＥのチャネル品質に基づいて
調節され、前記方法は、前記ＵＥと前記基地局との間の前記チャネル品質を決定すること
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をさらに備え、前記周期性は、前記チャネル品質がしきい値未満であるとき、前記ビーム
スイープを実施する前記周期性を増大させることによって調節される、または、
　前記基地局は、ＵＥにサービスし、前記周期性は、前記ＵＥのチャネル品質に基づいて
調節され、前記方法は、前記ＵＥと前記基地局との間の前記チャネル品質を決定すること
をさらに備え、前記周期性は、前記チャネル品質がしきい値よりも大きいとき、前記ビー
ムスイープを実施する前記周期性を低下させることによって調節される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記周期性は、前記ＵＥのハンドオフ状態に基づいて調節され、前記方法は、前記基地
局がハンドオフ中に別の基地局からＵＥを受け入れているとき、前記ビームスイープを実
施する前記周期性を増大させることをさらに備える、または、
　前記周期性は、前記ＵＥのハンドオフ状態に基づいて調節され、前記方法は、前記基地
局がハンドオフ中に別の基地局から前記ＵＥを正常に受け入れた後、前記ビームスイープ
を実施する前記周期性を低下させることをさらに備える、または、
　前記周期性は、前記基地局が、ＵＥにサービスする可能性があり得る基地局のセットに
関連付けられているかどうかに基づいて調節され、前記方法は、前記基地局が、ＵＥにサ
ービスする可能性があり得る基地局のいずれかのセットに関連付けられているとき、前記
ビームスイープを実施する前記周期性を増大させることをさらに備える、または、
　前記周期性は、前記基地局が、ＵＥにサービスする可能性があり得る基地局のセットに
関連付けられているかどうかに基づいて調節され、前記方法は、前記基地局が、いずれか
のＵＥにサービスを提供するための基地局のどのセットにも関連付けられていないとき、
前記ビームスイープを実施する前記周期性を低下させることをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記基地局は、ＵＥのセットにサービスし、前記ビームスイープを前記実施することは
、前記ＵＥのセットにｍ個のビームを送信することを備え、各ビームは、前記基地局のｍ
個の異なる送信空間的方向のうちの１つの送信空間的方向で送信される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記基地局は、ＵＥにサービスし、前記ビームスイープを前記実施することは、前記Ｕ
Ｅからのｎ個のビームを求めてスキャンすることを備え、各ビームは、前記ＵＥのｎ個の
異なる送信空間的方向のうちの、ある異なる送信空間的方向に関連付けられる、および、
オプションとして、
　前記ビームスイープは、第１のネットワークにおいて実施され、前記方法は、
　前のビームスイープに基づいて、前記ＵＥと前記基地局との間のチャネル品質を測定す
ることと、
　前記チャネル品質を示す情報を管理ノードに送ることと、
　それに合わせて調節するべき前記周期性を示す情報を前記管理ノードから受信すること
、前記周期性を示す前記情報は、前記測定されたチャネル品質に基づき、前記周期性は、
前記周期性を示す前記受信された情報に基づいて調節される、と
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ビームスイープは、第１のネットワークにおいて実施され、前記方法は、
　第２のネットワークからタイミング情報を取得すること、前記第１のネットワークは、
前記第２のネットワークよりも高いキャリア周波数を有する、と、
　前記第２のネットワークから取得された前記タイミング情報に基づいて、前記ビームス
イープのタイミングを同期させることと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法であって、
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　第１のネットワークにおいてビームスイープを実施するための周期性を示す情報を受信
すること、前記情報は、マクロ基地局を介して前記第１のネットワークより低いキャリア
周波数を有する第２のネットワークを通して基地局から受信され、前記基地局は、前記マ
クロ基地局と異なる、と、
　前記ビームスイープを実施するための前記周期性を調節すること、前記ビームスイープ
は、前記基地局または前記ＵＥのうちの一方による、複数の異なる送信空間的方向での、
ビームの複数の送信、および前記基地局または前記ＵＥのうちの前記一方に対する他方に
よる、複数の異なるスキャン空間的方向での、前記ビーム送信の複数のスキャンである、
と、
　前記調節された周期性で前記ビームスイープを実施することと
　を備える、方法。
【請求項９】
　前記調節された周期性を示す前記情報は、前記第２のネットワークを介してシステム情
報として受信される、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ビームスイープを前記実施することは、前記基地局にｎ個のビームを送信すること
を備え、各ビームは、前記ＵＥのｎ個の異なる送信空間的方向のうちの１つの送信空間的
方向で送信される、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ビームスイープを前記実施することは、前記基地局からのｍ個のビームを求めてス
キャンすることを備え、各ビームは、前記基地局のｍ個の異なる送信空間的方向のうちの
、ある異なる送信空間的方向に関連付けられる、および、オプションとして、
　前記方法は、
　前のビームスイープに基づいて、前記基地局と前記ＵＥとの間のチャネル品質を測定す
ることと、
　前記チャネル品質を示す情報を前記基地局に送ること、前記情報は管理ノードに向けら
れ、前記周期性を示す前記受信された情報は、前記チャネル品質を示す前記送られた情報
に基づく、と
　をさらに備える、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ビームスイープは第１のネットワークにおいて実施され、前記方法は、
　第２のネットワークからタイミング情報を取得すること、前記第１のネットワークは、
前記第２のネットワークよりも高いキャリア周波数を有する、と、
　前記第２のネットワークから取得された前記タイミング情報に基づいて、前記ビームス
イープのタイミングを同期させることと
　をさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、基地局であり、
　第１のネットワークにおいてビームスイープを実施するための周期性を調節するための
手段、前記ビームスイープは、前記基地局またはユーザ機器（ＵＥ）のうちの一方による
、複数の異なる送信空間的方向での、ビームの複数の送信、および前記基地局または前記
ＵＥのうちの前記一方に対する他方による、複数の異なるスキャン空間的方向での、前記
ビーム送信の複数のスキャンである、と、
　マクロ基地局を介して前記第１のネットワークより低いキャリア周波数を有する第２の
ネットワークを通して、ビームスイープを実施するための前記調節された周期性を示す情
報を前記ＵＥに送るための手段と、
　前記調節された周期性で前記ビームスイープを実施するための手段と
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　を備える装置。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置はユーザ機器（ＵＥ）であり、
　第１のネットワークにおいてビームスイープを実施するための周期性を示す情報を受信
するための手段、前記情報は、マクロ基地局を介して前記第１のネットワークより低いキ
ャリア周波数を有する第２のネットワークを通して基地局から受信され、前記基地局は、
前記マクロ基地局と異なる、と、
　前記ビームスイープを実施するための前記周期性を調節するための手段、前記ビームス
イープは、前記基地局または前記ＵＥのうちの一方による、複数の異なる送信空間的方向
での、ビームの複数の送信、および前記基地局または前記ＵＥのうちの前記一方に対する
他方による、複数の異なるスキャン空間的方向での、前記ビーム送信の複数のスキャンで
ある、と、
　前記調節された周期性で前記ビームスイープを実施するための手段と
　を備える、装置。
【請求項１５】
　コンピュータプログラムであって、コンピュータによって実行されると、前記コンピュ
ータに、請求項１から１２のうちのいずれか一項に記載の方法を実行させる命令を備える
、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１４年６
月１０日に出願された「ＣＯＯＲＤＩＮＡＴＥＤ　ＯＰＥＲＡＴＩＯＮＳ　ＯＦ　ＭＩＬ
ＬＩＭＥＴＥＲ　ＷＡＶＥＬＥＮＧＴＨ　ＷＩＲＥＬＥＳＳ　ＡＣＣＥＳＳ　ＮＥＴＷＯ
ＲＫＳ」と題する米国特許出願第１４／３０１，３１２号の利益を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示は、概して通信システムに関し、より詳細には、ミリメートル波長ワイヤ
レスアクセスネットワークの協調動作に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。通
常のワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送信
電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接
続技術を利用することができる。そのような多元接続技術の例は、符号分割多元接続（Ｃ
ＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭ
Ａ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波
数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ
－ＳＣＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（
３ＧＰＰ（登録商標））によって公表されたユニバーサルモバイルテレコミュニケーショ
ンシステム（ＵＭＴＳ）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、スペクトル効率
を改善すること、コストを下げること、サービスを改善すること、新しいスペクトルを利
用すること、およびダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（Ｕ
Ｌ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して
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他のオープン規格とより良く統合することによって、モバイルブロードバンドインターネ
ットアクセスをより良くサポートするように設計されている。しかしながら、モバイルブ
ロードバンドアクセスに対する需要が増大し続けるにつれて、２ＧＨｚキャリア周波数ま
たはその近くで動作するＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、これらの
改善は、他の多元接続技術、およびこれらの技術を採用する電気通信規格に適用可能であ
るべきである。
【０００５】
　[0005]モバイルブロードバンドに対する高まる要求を満たすための１つのやり方は、Ｌ
ＴＥに加え、ミリメートル波長スペクトルを使用することであろう。ただし、ミリメート
ル波長無線周波数帯を使う通信は、極めて高い経路損失と短距離とを伴う。ビームフォー
ミングは、極高経路損失と短距離とを補償するのに使われ得る。ミリメートル波長無線周
波数帯において動作するＵＥ向けのシームレスであり連続するカバレージを提供するため
のビームフォーミング技法および方法が、現在必要とされている。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本開示のある態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供
される。本装置は基地局であり得る。基地局は、ビームスイープを実施するための周期性
を調節する。ビームスイープは、基地局またはユーザ機器（ＵＥ）のうちの一方による、
複数の異なる送信空間的方向での、ビームの複数の送信、および基地局またはＵＥのうち
の一方に対する他方による、複数の異なるスキャン空間的方向での、ビーム送信の複数の
スキャンである。さらに、基地局は、ビームスイープを実施するための調節された周期性
を示す情報を送る。さらに、基地局は、調節された周期性で、ビームスイープを実施する
。
【０００７】
　[0007]本開示のある態様では、基地局は、ビームスイープを実施するための周期性を調
節するための手段を含む。ビームスイープは、基地局またはＵＥのうちの一方による、複
数の異なる送信空間的方向での、ビームの複数の送信、および基地局またはＵＥのうちの
一方に対する他方による、複数の異なるスキャン空間的方向での、ビーム送信の複数のス
キャンである。基地局は、ビームスイープを実施するための調節された周期性を示す情報
を送るための手段をさらに含む。基地局は、調節された周期性でビームスイープを実施す
るための手段をさらに含む。
【０００８】
　[0008]本開示のある態様では、基地局は、メモリと、メモリに結合された少なくとも１
つのプロセッサとを含む。少なくとも１つのプロセッサは、ビームスイープを実施するた
めの周期性を調節するように構成される。ビームスイープは、基地局またはＵＥのうちの
一方による、複数の異なる送信空間的方向での、ビームの複数の送信、および基地局また
はＵＥのうちの一方に対する他方による、複数の異なるスキャン空間的方向での、ビーム
送信の複数のスキャンである。少なくとも１つのプロセッサは、ビームスイープを実施す
るための調節された周期性を示す情報を送るようにさらに構成される。少なくとも１つの
プロセッサは、調節された周期性でビームスイープを実施するようにさらに構成される。
【０００９】
　[0009]本開示のある態様では、コンピュータ可読媒体上に記憶されるとともに、少なく
とも１つのプロセッサ上で実行されると、少なくとも１つのプロセッサに、ビームスイー
プを実施するための周期性を調節させるコードを含むコンピュータプログラム製品。ビー
ムスイープは、基地局またはＵＥのうちの一方による、複数の異なる送信空間的方向での
、ビームの複数の送信、および基地局またはＵＥのうちの一方に対する他方による、複数
の異なるスキャン空間的方向での、ビーム送信の複数のスキャンである。さらに、コード
は、少なくとも１つのプロセッサに、ビームスイープを実施するための調節された周期性
を示す情報を送らせる。さらに、コードは、少なくとも１つのプロセッサに、調節された
周期性でビームスイープを実施させる。
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【００１０】
　[0010]本開示のある態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供
される。本装置はＵＥであり得る。ＵＥは、ビームスイープを実施するための周期性を示
す情報を基地局から受信する。さらに、ＵＥは、ビームスイープを実施するための周期性
を調節する。ビームスイープは、基地局またはＵＥのうちの一方による、複数の異なる送
信空間的方向での、ビームの複数の送信、および基地局またはＵＥのうちの一方に対する
他方による、複数の異なるスキャン空間的方向での、ビーム送信の複数のスキャンである
。さらに、ＵＥは、調節された周期性でビームスイープを実施する。
【００１１】
　[0011]本開示のある態様では、ＵＥは、ビームスイープを実施するための周期性を示す
情報を基地局から受信するための手段を含む。ＵＥは、ビームスイープを実施するための
周期性を調節するための手段をさらに含む。ビームスイープは、基地局またはＵＥのうち
の一方による、複数の異なる送信空間的方向での、ビームの複数の送信、および基地局ま
たはＵＥのうちの一方に対する他方による、複数の異なるスキャン空間的方向での、ビー
ム送信の複数のスキャンである。ＵＥは、調節された周期性でビームスイープを実施する
ための手段をさらに含む。
【００１２】
　[0012]本開示の一態様では、ＵＥは、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つの
プロセッサとを含む。少なくとも１つのプロセッサは、ビームスイープを実施するための
周期性を示す情報を基地局から受信するように構成される。少なくとも１つのプロセッサ
は、ビームスイープを実施するための周期性を調節するようにさらに構成される。ビーム
スイープは、基地局またはＵＥのうちの一方による、複数の異なる送信空間的方向での、
ビームの複数の送信、および基地局またはＵＥのうちの一方に対する他方による、複数の
異なるスキャン空間的方向での、ビーム送信の複数のスキャンである。少なくとも１つの
プロセッサは、調節された周期性でビームスイープを実施するようにさらに構成される。
【００１３】
　[0013]本開示のある態様では、コンピュータ可読媒体上に記憶されるとともに、少なく
とも１つのプロセッサ上で実行されると、少なくとも１つのプロセッサに、ビームスイー
プを実施するための周期性を示す情報を基地局から受信させるコードを含むコンピュータ
プログラム製品。さらに、コードは、少なくとも１つのプロセッサに、ビームスイープを
実施するための周期性を調節させる。ビームスイープは、基地局またはＵＥのうちの一方
による、複数の異なる送信空間的方向での、ビームの複数の送信、および基地局またはＵ
Ｅのうちの一方に対する他方による、複数の異なるスキャン空間的方向での、ビーム送信
の複数のスキャンである。さらに、コードは、少なくとも１つのプロセッサに、調節され
た周期性でビームスイープを実施させる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】ネットワークアーキテクチャの例を示す図。
【図２】アクセスネットワークの例を示す図。
【図３】アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の例を示す図。
【図４】ミリメートル波長ワイヤレスアクセスネットワークの協調動作に関連した例示的
な方法を示す図。
【図５】基地局のワイヤレス通信の例示的な方法のフローチャート。
【図６】ＵＥのワイヤレス通信の例示的な方法のフローチャート。
【図７】例示的な（準）ミリメートル派基地局装置中の異なるモジュール／手段／構成要
素間のデータフローを示すデータフロー図。
【図８】処理システムを採用する（準）ミリメートル派基地局装置のためのハードウェア
実装形態の例を示す図。
【図９】例示的なＵＥ装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフローを示
すデータフロー図。
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【図１０】処理システムを使用するＵＥ装置のためのハードウェア実装の例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　[0024]添付の図面に関して以下に記載する詳細な説明は、様々な構成を説明することを
意図し、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表す意図はない。この詳細
な説明は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これら
の概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には明らかであろう。い
くつかの事例では、よく知られている構造および構成要素は、そのような概念を不明瞭に
することを避けるためにブロック図の形態で示される。
【００１６】
　[0025]ここで、様々な装置および方法を参照しながら電気通信システムのいくつかの態
様が提示される。これらの装置および方法は、以下の発明を実施するための形態で説明さ
れ、様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、アルゴリズム
など（「要素」と総称される）によって添付の図面に示される。これらの要素は、電子ハ
ードウェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装さ
れ得る。そのような要素がハードウェアとして実装されるのか、それともソフトウェアと
して実装されるのかは、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存
する。
【００１７】
　[0026]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
には、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（
ＰＬＤ）、ステートマシン、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわ
たって説明する様々な機能を実施するように構成された他の好適なハードウェアがある。
処理システム内の１つまたは複数のプロセッサがソフトウェアを実行することができる。
ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハー
ドウェア記述言語と呼ばれるか、または他の名称で呼ばれるかにかかわらず、命令、命令
セット、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、
ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウ
ェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド
、プロシージャ、関数などを意味すると広く解釈されたい。
【００１８】
　[0027]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明される機能は、ハー
ドウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る
。ソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、
コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、または符号化され得る。コンピュータ可読媒体
はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任
意の利用可能な媒体であってよい。限定ではなく、例として、そのようなコンピュータ可
読媒体は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、電気的消
去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスクＲＯＭ
（ＣＤ－ＲＯＭ）もしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは
他の磁気ストレージデバイス、または命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラム
コードを搬送もしくは記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得
る、任意の他の媒体を備えることができる。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲
に含まれるべきである。
【００１９】
　[0028]図１は、ネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ネットワークアー
キテクチャ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地
上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ
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）１１０とを含むＬＴＥネットワークアーキテクチャを含む。ネットワークアーキテクチ
ャ１００は、ｍｍＷ基地局１３０と１つまたは複数のＵＥ１０２とを含むミリメートル波
長（ｍｍＷ）ネットワークをさらに含む。ＬＴＥネットワークアーキテクチャは、発展型
パケットシステム（ＥＰＳ）と呼ばれることがある。ＥＰＳは、１つまたは複数のＵＥ１
０２と、Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０４と、ＥＰＣ１１０と、事業者のインターネットプロトコル
（ＩＰ）サービス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続す
ることができるが、簡単にするために、それらのエンティティ／インターフェースは図示
されていない。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者が容
易に諒解するように、本開示全体にわたって提示される様々な概念は、回線交換サービス
を提供するネットワークに拡張され得る。
【００２０】
　[0029]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と、他のｅＮＢ１０８と、
マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）１２８とを含む。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０
２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーンプロトコル終端とを与える。ｅ
ＮＢ１０６は、バックホール（たとえば、Ｘ２インターフェース）を介して他のｅＮＢ１
０８に接続され得る。ＭＣＥ１２８は発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャ
ストサービス（ＭＢＭＳ）（ｅＭＢＭＳ）のために時間／周波数無線リソースを割り振り
、ｅＭＢＭＳのために無線構成（たとえば、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ））を
決定する。ＭＣＥ１２８は別個のエンティティ、またはｅＮＢ１０６の一部であり得る。
ｅＮＢ１０６は、基地局、ノードＢ、アクセスポイント、トランシーバ基地局、無線基地
局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービ
スセット（ＥＳＳ）、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１０
６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを提供する。ＵＥ１０２の例とし
ては、セルラーフォン、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）フォン、
ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星ラジオ、全地球測位システム、マルチメデ
ィアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレー
ヤ）、カメラ、ゲームコンソール、タブレット、または任意の他の同様の機能デバイスが
ある。ＵＥ１０２は、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユ
ニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイ
ス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モ
バイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバ
イルクライアント、クライアント、または何らかの他の適切な用語で呼ばれる場合もある
。
【００２１】
　[0030]ｅＮＢ１０６はＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理エ
ンティティ（ＭＭＥ）１１２と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０と、他のＭＭＥ１
１４と、サービングゲートウェイ１１６と、マルチメディアブロードキャストマルチキャ
ストサービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ１２４と、ブロードキャストマルチキャストサー
ビスセンタ（ＢＭ－ＳＣ）１２６と、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェ
イ１１８とを含み得る。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリン
グを処理する制御ノードである。一般に、ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続の管理を行う
。すべてのユーザＩＰパケットは、サービングゲートウェイ１１６を通して転送され、サ
ービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲートウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲー
トウェイ１１８は、ＵＥのＩＰアドレス割振りと他の機能とを提供する。ＰＤＮゲートウ
ェイ１１８およびＢＭ－ＳＣ１２６は、ＩＰサービス１２２に接続される。ＩＰサービス
１２２は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ
）、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ）、および／または他のＩＰサービスを含み得
る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、ＭＢＭＳユーザサービスプロビジョニングおよび配信のための
機能を与え得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信のためのエン
トリポイントとして働き得、ＰＬＭＮ内のＭＢＭＳベアラサービスを許可し開始するため
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に使用され得、ＭＢＭＳ送信をスケジュールし配信するために使用され得る。ＭＢＭＳゲ
ートウェイ１２４は、特定のサービスをブロードキャストするマルチキャストブロードキ
ャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに属するｅＮＢ（たとえば、１０６
、１０８）にＭＢＭＳトラフィックを配信するために使用され得、セッション管理（開始
／停止）と、ｅＭＢＭＳ関係の課金情報を収集することとを担当し得る。
【００２２】
　[0031]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセルラ
ー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２０
８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。よ
り低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ
））、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッド（ＲＲＨ）であってよい。
１つまたは複数のｍｍＷ基地局２１２は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複する
セルラーカバレージ２１４を有し得る。ｍｍＷ基地局２１２は、ＵＥ２０６およびマクロ
ｅＮＢ２０４と通信することができる。マクロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０
２に割り当てられ、セル２０２内のすべてのＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイ
ントを与えるように構成される。アクセスネットワーク２００のこの例では集中コントロ
ーラはないが、代替構成では集中コントローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベ
アラ制御、承認制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサービ
ス用ゲートウェイ１１６への接続性を含む、すべての無線関係機能を担当する。ｅＮＢは
、１つまたは複数の（たとえば、３つの）セル（セクタとも呼ばれる）をサポートし得る
。「セル」という用語は、ｅＮＢの最も小さいカバレージエリアを指すことがあり、およ
び／またはｅＮＢサブシステムサービングは特定のカバレージエリアである。さらに、「
ｅＮＢ」、「基地局」、および「セル」という用語は、本明細書では互換的に使用され得
る。
【００２３】
　[0032]アクセスネットワーク２００によって用いられる変調方式および多元接続方式は
、導入されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分
割複信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＤＬ上でＯＦＤ
Ｍが使用され、ＵＬ上でＳＣ－ＦＤＭＡが使用される。当業者なら以下の詳細な説明から
容易に諒解するように、本明細書で提示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。
ただし、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の通信規格に容易に
拡張され得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（
ＥＶ－ＤＯ）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）に拡張され得る。ＥＶ－
ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として第３世代パートナー
シッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表されたエアインターフェース規格であ
り、ＣＤＭＡを利用して、移動局にブロードバンドインターネットアクセスを提供する。
また、これらの概念は、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣＤＭ
ＡなどのＣＤＭＡの他の変形形態とを利用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲ
Ａ）、ＴＤＭＡを利用するモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、
ならびに、ＯＦＤＭＡを利用する発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１
１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、Ｉ
ＥＥＥ８０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭにも拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。
ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用さ
れる実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課
された全体的な設計制約に依存することになる。
【００２４】
　[0033]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信
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ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、異なるデータストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デー
タストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、ま
たは全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これは
、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のスケ
ーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコーディ
ングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディング
されたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともにＵＥ２０６に到着し、これに
より、ＵＥ２０６の各々は、そのＵＥ２０６に宛てられた１つまたは複数のデータストリ
ームを復元することが可能になる。ＵＬ上では、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディ
ングされたデータストリームを送信し、これにより、ｅＮＢ２０４は、空間的にプリコー
ディングされた各データストリームのソースを識別できるようになる。
【００２５】
　[0034]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好なときに使用される。チャネル状態
があまり好ましくないとき、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるために
ビームフォーミングが使用され得る。このことは、複数のアンテナを通じた送信用にデー
タを空間的にプリコーディングすることによって実現され得る。セルのエッジにおいて良
好なカバレージを実現するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルストリー
ムビームフォーミング送信が使用され得る。
【００２６】
　[0035]以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様について、ＤＬ上で
ＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関して説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシン
ボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法である。
サブキャリアは正確な周波数で離間される。離間は、受信機がサブキャリアからデータを
復元することを可能にする「直交性」をもたらす。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干
渉をなくすために、各ＯＦＤＭシンボルにガードインターバル（たとえば、サイクリック
プレフィックス）が追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を補償
するために、ＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形でＳＣ－ＦＤＭＡを使用することができる。
【００２７】
　[0036]図３は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信している基地局６１０のブ
ロック図である。基地局６１０は、ｅＮＢまたはｍｍＷ基地局であってよい。ＤＬでは、
コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントローラ／プロセッサ６７５に与え
られる。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケ
ットのセグメンテーションおよび並べ替えと、論理チャネルとトランスポートチャネルと
の間の多重化と、様々な優先度メトリックに基づくＵＥ６５０への無線リソース割振りと
を行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ演算と、紛失パケットの再送
信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００２８】
　[0037]送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、物理レイヤのための様々な信号処理機能を実
装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ）と、様々な変調方
式（たとえば、２位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳ
Ｋ）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基
づく信号コンスタレーションへのマッピングとを容易にするための、コーディングとイン
ターリービングとを含む。次いで、コーディングされ変調されたシンボルは、並列ストリ
ームに分割される。各ストリームは、次いで、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、
時間領域および／または周波数領域において基準信号（たとえば、パイロット）と多重化
され、次いで、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成する
ために、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を用いて互いと合成される。ＯＦＤＭストリー
ムは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコーディングされる。チャネ
ル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディングおよび変調方式を決定するために
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、ならびに空間処理のために使用される場合がある。チャネル推定値は、ＵＥ６５０によ
って送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され得る。
各空間ストリームは、次いで、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６２０に
与えられ得る。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームで無線周
波数（ＲＦ）キャリアを変調し得る。
【００２９】
　[0038]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６５２を
通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復元
し、その情報を受信（ＲＸ）プロセッサ６５６に与える。ＲＸプロセッサ６５６は物理レ
イヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられ
た空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実施し得る。複数の空間ス
トリームがＵＥ６５０に宛てられる場合には、それらの空間ストリームはＲＸプロセッサ
６５６によって単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５
６は、次いで、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時
間領域から周波数領域にコンバートする。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリ
アごとに別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと、
基準信号とは、基地局６１０によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレーシ
ョンポイントを決定することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネ
ル推定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物
理チャネル上で基地局６１０によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元するた
めに復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いで、コントロー
ラ／プロセッサ６５９に与えられる。
【００３０】
　[0039]コントローラ／プロセッサ６５９は、プログラムコードとデータとを記憶するメ
モリ６６０に関連付けられ得る。メモリ６６０は、コンピュータ可読媒体と呼ばれること
がある。ＵＬにおいて、コントローラ／プロセッサ６５９は、コアネットワークからの上
位レイヤパケットを復元するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の逆
多重化と、パケットリアセンブリと、暗号解読（decipher）と、ヘッダ解凍（decompress
ion）と、制御信号処理とを提供する。上位レイヤパケットは、次いで、高位プロトコル
レイヤを表すデータシンク６６２に与えられる。また、様々な制御信号が処理のためにデ
ータシンク６６２に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６５９は、ＨＡＲＱ演算を
サポートするために肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコル
を使用して誤り検出も担当する。
【００３１】
　[0040]ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイ
ヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は高位プロトコルレイヤを表
す。基地局６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に、コントローラ／プロセ
ッサ６５９は、基地局６１０による無線リソース割振りに基づいて、ヘッダ圧縮と、暗号
化と、パケットセグメント化および並べ替えと、論理チャネルとトランスポートチャネル
との間の多重化とを行う。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ演算と、紛
失パケットの再送信と、基地局６１０へのシグナリングとを担当する。
【００３２】
　[0041]基地局６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方
式を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８
によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別
個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられ得る。各送信機６５４Ｔ
Ｘは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３３】
　[0042]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法
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で基地局６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ
６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。
【００３４】
　[0043]コントローラ／プロセッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメ
モリ６７６と関連付けられ得る。メモリ６７６は、コンピュータ可読媒体と呼ばれること
がある。ＵＬでは、コントロール／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパ
ケットを復元するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、
パケットリアセンブリと、暗号解読と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントロ
ーラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤパケットは、コアネットワークに与えられ得る
。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ演算をサポートするためにＡＣＫお
よび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用する誤り検出を担当する。
【００３５】
　[0044]基地局６１０がｍｍＷ基地局である場合、基地局６１０は、アナログおよび／ま
たはデジタルビームフォーミングを実施するためのハードウェアを含み得る。さらに、Ｕ
Ｅ６５０は、アナログおよび／またはデジタルビームフォーミングを実施するためのハー
ドウェアを含み得る。
【００３６】
　[0045]極高周波（ＥＨＦ：Extremely high frequency）は、電磁スペクトルにおけるＲ
Ｆの一部である。ＥＨＦは、３０ＧＨｚ～３００ＧＨｚの範囲と、１ミリメートルと１０
ミリメートルとの間の波長とを有する。その帯域内の電波は、ミリメートル波（ｍｍＷ）
と呼ばれ得る。準ｍｍＷは、１００ミリメートルの波長をもつ３ＧＨｚの周波数まで下方
に伸び得る（超高周波（ＳＨＦ：super high frequency）帯域は、３ＧＨｚと３０ＧＨｚ
との間に伸び、センチメートル波とも呼ばれる）。本明細書における開示はｍｍＷを参照
するが、本開示は準ｍｍＷにも適用されることを理解されたい。さらに、本明細書におけ
る開示はｍｍＷ基地局に言及するが、本開示は準ｍｍＷ基地局にも適用されることを理解
されたい。ミリメートル波長ＲＦチャネルは、極めて高い経路損失と短距離とを有する。
ミリメートル波長スペクトルにおいて有用な通信ネットワークを構築するために、極高経
路損失を補償するのに、ビームフォーミング技法が使われ得る。ビームフォーミング技法
は、ＲＦビームを狭い方向においてより遠くまで伝播させるために、ＲＦエネルギーをそ
の方向に集束させる。ビームフォーミング技法を使うと、ミリメートル波長スペクトルに
おける見通し外（ＮＬＯＳ）ＲＦ通信は、ＵＥに到達するのに、ビームの反射および／ま
たは回折に依拠し得る。ＵＥの動きまたは環境の変化（たとえば、障害物、湿度、雨など
）により、方向がブロックされた場合、ビームは、ＵＥに到達することができない場合が
ある。したがって、連続するシームレスなカバレージをＵＥが有することを保証するため
に、可能な限り多くの異なる方向での複数のビームが利用可能であればよい。
【００３７】
　[0046]連続するシームレスなカバレージを提供するために、ＵＥの付近にあるいくつか
のｍｍＷ基地局の各々は、ＵＥと基地局との間のチャネルを測定し、ＵＥに到達するため
に基地局が送信することができる最良ビーム方向を見つければよい。さらに、基地局の各
々は、どのｍｍＷ基地局が最良ビーム方向を有するかを決定するために、他のｍｍＷ基地
局と協調することができる。さらに、基地局の各々は、最良ビームの深刻な減衰を引き起
こし得る突然の変化の場合に、２次ビームに備えることができる。
【００３８】
　[0047]各ＵＥに対して、ＵＥの付近にあるｍｍＷ基地局は、そのＵＥ向けのアクティブ
セットを形成し得る。アクティブセット用のアンカーノードが、アクティブセット中のｍ
ｍＷ基地局を協調させるために選ばれ得る。アンカーノードは、ｍｍＷ基地局であっても
、そうでなくてもよい。アンカーノードは、ＵＥにサービスするために、アクティブセッ
ト中の特定の基地局からの特定の方向を選べばよい。その特定の基地局からのその特定の
方向のビームがブロックされる（または深刻に減衰される）場合、アンカーノードは、Ｕ
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Ｅをカバーされたままにするために、別のビームを選べばよい。アクティブセットは、Ｕ
Ｅの移動性に基づいて発展または適応し得る。アンカーノードは、ＵＥがいくつかのｍｍ
Ｗ基地局に近づき、他のｍｍＷ基地局から離れると、アクティブセットにｍｍＷ基地局を
追加および／または削除してよい。さらに、アクティブセットにより、アンカーノードは
、ハンドオフを実施するようにｍｍＷ基地局を協調させることができる。アクティブセッ
トは、ＵＥをカバーし得る複数の基地局からのビームを探索し、追跡することができる。
協調は、たとえば、最良ビームを選択するように、突然の深刻な減衰の場合にビームを変
えるように、ハンドオフを実施するように、アクティブセット中のノードの間で実施され
得る。
【００３９】
　[0048]絶えず変化するワイヤレス環境におけるモバイルＵＥのためのシームレスであり
連続するカバレージを提供するためのビームフォーミング技法および方法について、後で
述べる。
【００４０】
　[0049]図４は、ｍｍＷワイヤレスアクセスネットワークの協調動作に関連付けられた例
示的な方法を示す図解７００である。ｍｍＷ基地局７０４、ならびに他のｍｍＷ基地局７
０６、７１０は、ＥＨＦまたは準ＥＨＦスペクトルにおいて第１のネットワークを通して
動作し得る。ｍｍＷ基地局７０４は、マクロ基地局／ｅＮＢ７０２から同期／タイミング
情報７３４を受信し得る。ＵＥ７１２も、ｅＮＢ７０２から同期／タイミング情報７２４
を受信し得る。ｍｍＷ基地局７０４およびＵＥ７１２は、それぞれ、より低いキャリア周
波数（たとえば、３ＧＨｚ未満）で動作する第２のネットワーク（たとえば、ＬＴＥネッ
トワーク）を通して、同期／タイミング情報７３４および７２４を受信し得る。ｍｍＷ基
地局７０４およびＵＥ７１２の各々は、受信した同期／タイミング情報に基づいて、ビー
ムスイープのタイミングを同期させればよい。ビームスイープのタイミングは、同期／タ
イミング情報に関連付けられたタイミング基準７６８からのタイミングオフセット７６６
であり得る。
【００４１】
　[0050]ｍｍＷ基地局７０４は、ｅＮＢ７０２に構成情報７２２を送る。構成情報７２２
は、ビームスイープ期間、ビームスイープについての周期性、および／またはｅＮＢ７０
２の同期／タイミング基準７６８からのタイミングオフセット７６６を示す情報を含み得
る。ＵＥ７１２は、ｅＮＢ７０２から受信したシステム情報７３６中で構成情報を受信し
得る。システム情報７３６は、より低いキャリア周波数のネットワークを通して受信され
得る。受信した構成情報に基づいて、ＵＥ７１２は、そのビームスイープ構成を、ｍｍＷ
基地局７０４と一致するように調節する（７１８）。
【００４２】
　[0051]ｍｍＷ基地局７０４のタイミングおよび構成情報を使って、ＵＥ７１２は、ｍｍ
Ｗ基地局７０４とのビームスイープ７２０を実施する。ビームスイープ７２０は、ｍｍＷ
基地局ビームスイープブロードキャスト期間７６２中および／またはＵＥビームスイープ
ブロードキャスト期間７６４中に実施され得る。ｍｍＷ基地局ビームスイープブロードキ
ャスト期間７６２は、アクティブセット内のすべてのｍｍＷ基地局に対して共通であり得
る。ＵＥビームスイープブロードキャスト期間７６４は、アクティブセットによってサー
ビスされるＵＥに対して共通であり得る。
【００４３】
　[0052]ビームスイープ７２０の場合、ｍｍＷ基地局７０４は、ブロードキャスト期間７
６２中に送信をし得る。図解７５０を参照すると、ビームスイープブロードキャスト期間
７６２において、ｍｍＷ基地局７０４は、ｍ個のビームを複数の異なる方向において送信
する。ビームスイープブロードキャスト期間７６２中、ＵＥ７１２は、ｎ個の異なる受信
方向において、ｍｍＷ基地局７０４からのビーム送信をリッスン／スキャンする。アナロ
グビームフォーミングを用いたビーム送信をリッスン／スキャンするとき、ＵＥ７１２は
、ｎ個の異なる受信方向の各々において、ｍ個のビーム方向の各ビーム方向をリッスン／
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スキャンすればよい（合計でｍ＊ｎ回のスキャン）。代替として、デジタルビームフォー
ミングを用いたビーム送信をリッスン／スキャンするとき、ＵＥ７１２は、ｍ個のビーム
方向の各ビーム方向をリッスン／スキャンし、ｍ回の送信（合計でｍ回のスキャン）のｎ
個の異なる受信方向に対する受信信号を決定するために、異なる重み（フェーズおよび／
または振幅変化）を適用すればよい。代替的または追加的に、ビームスイープ７２０の場
合、ＵＥ７１２は、ビームスイープブロードキャスト期間７６４中に送信をしてよい。図
解７４０を参照すると、ビームスイープブロードキャスト期間７６４において、ＵＥ７１
２は、ｎ個のビームを複数の異なる方向において送信をする。ビームスイープブロードキ
ャスト期間７６４中、ｍｍＷ基地局７０４は、ｍ個の異なる受信方向において、ＵＥ７１
２からのビーム送信をリッスン／スキャンする。アナログビームフォーミングを用いたビ
ーム送信をリッスン／スキャンするとき、ｍｍＷ基地局７０４は、ｍ個の異なる受信方向
の各々において、ｎ個のビーム方向の各ビーム方向をリッスン／スキャンすればよい（合
計でｍ＊ｎ回のスキャン）。代替として、デジタルビームフォーミングを用いたビーム送
信をリッスン／スキャンするとき、ｍｍＷ基地局７０４は、ｎ個のビーム方向の各ビーム
方向をリッスン／スキャンし、ｎ回の送信（合計でｎ回のスキャン）のｍ個の異なる受信
方向に対する受信信号を決定するために、異なる重み（フェーズおよび／または振幅変化
）を適用すればよい。
【００４４】
　[0053]ＵＥ７１２は、ｍｍＷ基地局７０６および７１０など、他のｍｍＷ基地局とのビ
ームスイープを実施することができる。ＵＥ７１２は、各ｍｍＷ基地局向けの各ビーム方
向組合せに関連したチャネル品質を決定することができる。チャネル品質は、基準信号受
信電力（ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、または信号対干渉プラス雑音比（
ＳＩＮＲ）のうちの１つまたは複数を含み得る。さらに、ｍｍＷ基地局７０４は、他のＵ
Ｅとのビームスイープを実施することができる。ｍｍＷ基地局７０４は、各ＵＥ向けの各
ビーム方向組合せに関連したチャネル品質を決定することができる。ｍｍＷ基地局７１０
は、ｍｍＷ基地局７０４を含むアクティブセット用のアンカーノードであると想定する。
アンカーノードは、管理ノードと呼ばれることもある。アンカーノードは、特定のアクテ
ィブセットについて、時間とともに変化し得る。ＵＥ７１２はその後、アンカーノード７
１０にチャネル品質情報７３８を送ればよい。ｍｍＷ基地局７０４も、アンカーノード７
１０にチャネル品質情報７３０を送り得る。チャネル品質情報７３０、７３８は、アンカ
ーノード７１０に直接または間接的に送られ得る。たとえば、ＵＥ７１２は、そのチャネ
ル品質情報をｅＮＢ７０２に送信すればよく、ｅＮＢ７０２は次いで、チャネル品質情報
を、より低キャリアのネットワークを介してアンカーノード７１０に送ってよい。別の例
として、ｍｍＷ基地局７０４は、そのチャネル品質情報をｅＮＢ７０２に送ればよく、ｅ
ＮＢ７０２は次いで、チャネル品質情報を、より低キャリアのネットワークを介してアン
カーノード７１０に送ってよい。
【００４５】
　[0054]チャネル品質情報および／または他の情報に基づいて、アンカーノード７１０は
、ｍｍＷ基地局７０４についてのビームスイープの周期性を決定することができる。図解
７６０を参照すると、アンカーノード７１０は、ｍｍＷ基地局７０４向けの各タイミング
周期７６８内のブロードキャスト期間の数を増大／減少させ得る（図解７６０では、ただ
１つのｍｍＷ基地局ビームスイープブロードキャスト期間７６２および１つのＵＥビーム
スイープブロードキャスト期間７６４が、各タイミング周期７６８中に示されている）。
アンカーノード７１０は、受信したチャネル品質情報、ＵＥ７１２のハンドオフ状態、ま
たはｍｍＷ基地局７０４が、１つもしくは複数のＵＥにサービスすることに関連したアク
ティブセット中にあるかどうかのうちの１つまたは複数に基づいて、ビームスイープ７２
０を実施するための周期性を決定することができる。たとえば、ＵＥ７１２が厳しいワイ
ヤレスチャネル環境にある場合、アンカーノード７１０は、ＵＥ７１２およびｍｍＷ基地
局７０４についてより頻繁に最良ビーム方向が決定され得るように、ビームスイープ７２
０の周期性を増大させればよい。別の例として、ＵＥ７１２が、７２６において、ハンド
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オフ中にｍｍＷ基地局７０６からｍｍＷ基地局７０４へ移動している場合、アンカーノー
ド７１０は、ハンドオフ移行を容易に、ビームスイープ７２０の周期性を増大させればよ
く、ハンドオフが正常に完了された後、ビームスイープ７２０の周期性を低下させればよ
い。さらに別の例として、ｍｍＷ基地局が、どのＵＥにサービスするためのアクティブセ
ット中にもない場合、アンカーノード７１０は、エネルギーを節約するために、ビームス
イープ７２０の周期性を低下させればよい。アンカーノード７１０は、決定された周期性
を示す情報７３２をｍｍＷ基地局７０４に送ってよい。したがって、アンカーノード７１
０は、アンカーノード７１０に関連付けられたアクティブセット中のｍｍＷ基地局につい
てのビームスイープ周期性を動的に制御することができる。受信された周期性情報７３２
に基づいて、ｍｍＷ基地局７０４は、ビームスイープ７２０を実施するための周期性を調
節してよい（７１６）。その後、ｍｍＷ基地局７０４は、上で論じたように、調節された
周期性を示す情報を構成情報７２２内で送ってよい。
【００４６】
　[0055]図５は、基地局のワイヤレス通信の例示的な方法のフローチャート８００である
。この方法は、ｍｍＷ基地局７０４などの（準）ｍｍＷ基地局によって実施され得る。ブ
ロック８１２において、基地局は、ビームスイープを実施するための周期性を調節する。
ビームスイープは、基地局またはＵＥのうちの一方による、複数の異なる送信空間的方向
での、ビームの複数の送信、および基地局またはＵＥのうちの一方に対する他方による、
複数の異なるスキャン空間的方向での、ビーム送信の複数のスキャンである。たとえば、
図４を参照すると、ｍｍＷ基地局７０４は、ビームスイープ７２０を実施するための周期
性を調節する（７１６）。図解７５０に示すように、ビームスイープは、ｍｍＷ基地局７
０４による、複数の異なる送信空間的方向での、ビームの複数の送信、およびＵＥ７１２
による、複数の異なるスキャン空間的方向での、ビーム送信の複数のスキャンであり得る
。代替として、図解７４０に示すように、ビームスイープは、ＵＥ７１２による、複数の
異なる送信空間的方向での、ビームの複数の送信、およびｍｍＷ基地局７０４による、複
数の異なるスキャン空間的方向での、ビーム送信の複数のスキャンであり得る。
【００４７】
　[0056]ブロック８１４において、基地局は、ビームスイープを実施するための調節され
た周期性を示す情報を送る。たとえば、図４を参照すると、ｍｍＷ基地局７０４は、ビー
ムスイープを実施するための調節された周期性を示す情報７２２を送る。調節された周期
性は、システム情報７３６として、ｅＮＢ７０２を通してＵＥ７１２に送られ得る。
【００４８】
　[0057]ブロック８１６において、基地局は、調節された周期性でビームスイープを実施
する。たとえば、図４を参照すると、ｍｍＷ基地局７０４は、調節された周期性でビーム
スイープ７２０を実施する。上で論じたように、一構成（図解７５０参照）では、ビーム
スイープを実施することは、ＵＥのセットにｍ個のビームを送信することを含み得る。各
ビームは、基地局のｍ個の異なる送信空間的方向のうちの１つの送信空間的方向において
送信される。別の構成（図解７４０参照）では、ビームスイープを実施することは、ＵＥ
からのｎ個のビームをスキャンすることを含み得る。各ビームは、ＵＥのｎ個の異なる送
信空間的方向のうちの、ある異なる送信空間的方向に関連付けられる。
【００４９】
　[0058]上で論じたように、ビームスイープは、第１のネットワークにおいて実施されて
よく、調節された周期性を示す情報は、第２のネットワークにおいて送られてよい。第１
のネットワークは、第２のネットワークよりも高いキャリア周波数を有する。さらに、調
節された周期性を示す情報は、システム情報として、第２のネットワークを介して送られ
得る。たとえば、図４を参照すると、ビームスイープ７２０は、第１のネットワーク（た
とえば、ｍｍＷネットワーク）において実施されてよく、調節された周期性を示す情報７
２２は、第２のネットワーク（たとえば、ＬＴＥネットワーク）において送られてよい。
第１のネットワークは、第２のネットワークよりも高いキャリア周波数を有する。たとえ
ば、第１のネットワークは、３０ＧＨｚと３００ＧＨｚ（ＥＨＦ帯域）との間の、ならび
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により広くは、３ＧＨｚと３００ＧＨｚ（ＥＨＦ帯域および準ＥＨＦ帯域であって、準Ｅ
ＨＦ帯域は、ＥＨＦ帯域と、ＳＨＦ帯域の一部分とを含む）との間のキャリア周波数を有
し得る。さらに、第２のネットワークは、３ＧＨｚ未満のキャリア周波数を有し得る。概
して、第１のネットワークは、ｘ　ＧＨｚと３００ＧＨｚとの間のキャリア周波数を有し
得る。一構成では、ｘは３０ＧＨｚである。別の構成では、ｘは３ＧＨｚと３０ＧＨｚと
の間である。そのような構成において、第２のネットワークは、ｘ　ＧＨｚ未満のキャリ
ア周波数を有する。ｍｍＷ基地局７０４は、調節された周期性を示す情報７２２を、シス
テム情報７３６として、ｅＮＢ７０２を介して第２のネットワークを通して送ってよい。
【００５０】
　[0059]一構成では、基地局はＵＥにサービスし、ブロック８１２において、周期性はＵ
Ｅのチャネル品質に基づいて調節される。ブロック８０６において、基地局は、ＵＥと基
地局との間のチャネル品質を決定する。ブロック８１２において、基地局は、チャネル品
質がしきい値未満であるとき、ビームスイープを実施する周期性を増大させることによっ
て、周期性を調節する。基地局は、チャネル品質がしきい値よりも大きいとき、ビームス
イープを実施する周期性を低下させることによって、周期性を調節する。たとえば、図４
を参照すると、ｍｍＷ基地局７０４はＵＥ７１２にサービスする。ｍｍＷ基地局７０４は
、ＵＥ７１２のチャネル品質に基づいて周期性を調節することができる（７１６）。ｍｍ
Ｗ基地局７０４は、前のビームスイープに基づいて、ＵＥ７１２とｍｍＷ基地局７０４と
の間のチャネル品質を決定することができる。ｍｍＷ基地局７０４は、チャネル品質がし
きい値未満であるとき、ビームスイープ７２０を実施する周期性を増大させることによっ
て、周期性を調節することができる。ｍｍＷ基地局７０４は、チャネル品質がしきい値よ
りも大きいとき、ビームスイープ７２０を実施する周期性を低下させることによって、周
期性を調節することができる。
【００５１】
　[0060]一構成では、ブロック８１２において、周期性は、ＵＥのハンドオフ状態に基づ
いて調節される。そのような構成において、基地局は、基地局がハンドオフ中に別の基地
局からＵＥを受け入れているとき、ビームスイープを実施する周期性を増大させ、基地局
がハンドオフ中に別の基地局からＵＥを正常に受け入れた後、ビームスイープを実施する
周期性を低下させればよい。たとえば、図４を参照すると、ｍｍＷ基地局７０４は、ＵＥ
７１２のハンドオフ状態に基づいて、周期性を調節することができる。ｍｍＷ基地局７０
４は、ｍｍＷ基地局７０４がハンドオフ中にソースｍｍＷ基地局（たとえば、ｍｍＷ基地
局７０６）からＵＥ７１２を受け入れているとき、ビームスイープを実施する周期性を増
大させ、ｍｍＷ基地局７０４がソースｍｍＷ基地局からＵＥ７１２を正常に受け入れた後
、ビームスイープを実施する周期性を低下させればよい。
【００５２】
　[0061]一構成では、ブロック８１２において、周期性は、基地局が、ＵＥにサービスす
る可能性があり得る基地局のセットに関連付けられているかどうかに基づいて調節される
。そのような構成において、基地局は、基地局が、ＵＥにサービスする可能性があり得る
基地局のいずれかのセットに関連付けられているとき、ビームスイープを実施する周期性
を増大させてよく、基地局が、いずれかのＵＥにサービスを提供するための基地局のどの
セットにも関連付けられていないとき、ビームスイープを実施する周期性を低下させてよ
い。たとえば、図４を参照すると、ｍｍＷ基地局７０４は、ｍｍＷ基地局７０４が、ＵＥ
にサービスする可能性があり得る基地局のセット（アクティブセット）に関連付けられて
いるかどうかに基づいて、周期性を調節することができる。ｍｍＷ基地局７０４は、ｍｍ
Ｗ基地局７０４が、ＵＥにサービスする可能性があり得るｍｍＷ基地局のいずれかのセッ
トに関連付けられているとき、ビームスイープを実施する周期性を増大させてよく、ｍｍ
Ｗ基地局７０４が、いずれかのＵＥにサービスを提供するための基地局のどのセットにも
関連付けられていないとき、ビームスイープを実施する周期性を低下させてよい。
【００５３】
　[0062]ブロック８０６において、基地局は、ＵＥと基地局との間のチャネル品質を決定
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する。基地局が、ビームスイープにおいてビームを送信すると（図解７５０参照）、基地
局は、ＵＥからチャネル品質情報を受信し得る。ＵＥが、ビームスイープにおいてビーム
を送信すると、基地局は、ビームスイープに基づいて、ＵＥと基地局との間のチャネル品
質を測定することができる。その後、ブロック８０８において、基地局は、チャネル品質
を示す情報を管理ノードに送る。たとえば、図４を参照すると、ｍｍＷ基地局７０４は、
アンカー／管理ノード７１０にチャネル品質情報７３０を送る。ブロック８１０において
、基地局は、それに合わせて調節するべき周期性を示す情報を管理ノードから受信する。
周期性を示す情報は、測定されたチャネル品質に基づき得る。周期性は、周期性を示す受
信情報に基づいて調節され得る。たとえば、図４を参照すると、ｍｍＷ基地局７０４は、
それに合わせて調節するべき周期性を示す情報７３２を、アンカー／管理ノード７１０か
ら受信する。周期性を示す情報７３２は、測定されたチャネル品質に基づき得る。ｍｍＷ
基地局７０４は、周期性を示す受信された情報７３２に基づいて周期性を調節してよい（
７１６）。
【００５４】
　[0063]ブロック８０２において、基地局は、第２のネットワークからタイミング情報を
取得し得る。ブロック８０４において、基地局は、第２のネットワークから取得したタイ
ミング情報に基づいて、第１のネットワークを通して、ビームスイープのタイミングを同
期させてよい。第１のネットワークは、第２のネットワークよりも高いキャリア周波数を
有する。たとえば、図４を参照すると、ｍｍＷ基地局７０４は、第２のネットワークから
タイミング情報７３４（７６８）を取得し得る。ｍｍＷ基地局７０４は、第２のネットワ
ークから取得したタイミング情報７３４に基づいて、第１のネットワークを通して、ビー
ムスイープ７２０のタイミングを同期させてよい。ビームスイープ７２０のタイミングを
同期させるために、ｍｍＷ基地局７０４は、ビームスイープブロードキャスト期間７６２
、７６４について、ｅＮＢ７０２から受信したタイミング７６８に対するタイミングオフ
セット７６６を適用すればよい。
【００５５】
　[0064]図６は、ＵＥのワイヤレス通信の例示的な方法のフローチャート９００である。
ブロック９１０において、ＵＥは、ビームスイープを実施するための周期性を示す情報を
基地局から受信する。ブロック９１２において、ＵＥは、ビームスイープを実施するため
の周期性を調節する。ビームスイープは、基地局またはＵＥのうちの一方による、複数の
異なる送信空間的方向での、ビームの複数の送信、および基地局またはＵＥのうちの一方
に対する他方による、複数の異なるスキャン空間的方向での、ビーム送信の複数のスキャ
ンである。ブロック９１４において、ＵＥは、調節された周期性でビームスイープを実施
する。たとえば、図４を参照すると、ＵＥ７１２は、ビームスイープを実施するための周
期性を示す情報７３６を受信する。ＵＥ７１２は、ｍｍＷ基地局７０４から直接、または
ｅＮＢ７０２からを介して間接的に、のいずれかで、ｍｍＷ基地局７０４から情報７３６
を受信し得る。ＵＥ７１２は、ビームスイープ７２０を実施するための周期性を調節する
（７１８）。ビームスイープ７２０は、基地局またはＵＥのうちの一方による、複数の異
なる送信空間的方向での、ビームの複数の送信、および基地局またはＵＥのうちの一方に
対する他方による、複数の異なるスキャン空間的方向での、ビーム送信の複数のスキャン
である。ＵＥは、調節された周期性でビームスイープ７２０を実施する。
【００５６】
　[0065]一構成では、ブロック９１０において、ＵＥは、調節された周期性を示す情報を
第２のネットワークにおいて受信し、ブロック９１４において、ＵＥは、第１のネットワ
ークにおいてビームスイープを実施する。第１のネットワークは、第２のネットワークよ
りも高いキャリア周波数を有する。ブロック９１０において、ＵＥは、調節された周期性
を示す情報を、第２のネットワークを介してシステム情報として受信し得る。
【００５７】
　[0066]一構成では、ブロック９１４において、ＵＥは、基地局にｎ個のビームを送信す
ることによって、ビームスイープを実施する。そのような構成において、各ビームは、Ｕ
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Ｅのｎ個の異なる送信空間的方向のうちの１つの送信空間的方向において送信される。別
の構成では、ＵＥは、基地局からのｍ個のビームを求めてスキャンすることによって、ビ
ームスイープを実施する。そのような構成において、各ビームは、基地局のｍ個の異なる
送信空間的方向のうちの、ある異なる送信空間的方向に関連付けられる。
【００５８】
　[0067]ブロック９０６において、ＵＥは、前のビームスイープに基づいて、基地局とＵ
Ｅとの間のチャネル品質を測定する。ブロック９０８において、ＵＥは、チャネル品質を
示す情報を基地局に送る。情報は、管理ノードに向けられる。ＵＥが、ブロック９０８に
おいて、チャネル品質を示す情報を基地局に送るとき、ブロック９１０における、周期性
を示す受信情報は、チャネル品質を示す送られた情報に基づいてよい。たとえば、図４を
参照すると、ＵＥ７１２は、前のビームスイープに基づいて、ｍｍＷ基地局７０４とＵＥ
７１２との間のチャネル品質を測定することができる。ＵＥ７１２は、チャネル品質を示
す情報７３８をｍｍＷ基地局７０４に送ってよい。情報は、アンカー／管理ノード７１０
に向けられる。チャネル品質情報を送った後、ＵＥ７１２は、送られたチャネル品質情報
に周期性が基づく、周期性を示す情報７３６を受信し得る。
【００５９】
　[0068]ブロック９０２において、ＵＥは、第２のネットワークからタイミング情報を取
得する。ブロック９０４において、ＵＥは、第２のネットワークから取得したタイミング
情報に基づいて、第１のネットワークを通して、ビームスイープのタイミングを同期させ
てよい。第１のネットワークは、第２のネットワークよりも高いキャリア周波数を有する
。たとえば、図４を参照すると、ＵＥ７１２は、第２のネットワークからタイミング情報
７２４（７６８）を取得する。ＵＥ７１２は、第２のネットワークから取得したタイミン
グ情報７２４に基づいて、第１のネットワークを通して、ビームスイープ７２０のタイミ
ングを同期させる。ビームスイープ７２０のタイミングを同期させるために、ＵＥ７１２
は、ビームスイープブロードキャスト期間７６２、７６４について、ｅＮＢ７０２から受
信されたタイミング７６８に対するタイミングオフセット７６６を適用すればよい。
【００６０】
　[0069]図７は、例示的な（準）ｍｍＷ基地局装置１００２中の異なるモジュール／手段
／構成要素間のデータフローを示すデータフロー図１０００である。基地局１００２は、
ビームスイープを実施するための周期性を調節するように構成されたビームスイープ周期
性モジュール１００８を含む。ビームスイープは、基地局１００２またはＵＥ１０５０の
うちの一方による、複数の異なる送信空間的方向での、ビームの複数の送信、および基地
局１００２またはＵＥ１０５０のうちの一方に対する他方による、複数の異なるスキャン
空間的方向での、ビーム送信の複数のスキャンである。基地局１００２は、ビームスイー
プを実施するための調節された周期性を示す情報を送るように構成された送信モジュール
１０１０をさらに含む。基地局１００２は、受信モジュール１００４をさらに含む。受信
モジュール１００４（図解７４０参照）および／または送信モジュール１０１０（図解７
５０参照）は、調節された周期性でビームスイープを実施するように構成される。
【００６１】
　[0070]受信モジュール１００４／送信モジュール１０１０は、第１のネットワークにお
いてビームスイープを実施するように構成され得る。送信モジュール１００４は、調節さ
れた周期性を示す情報を第２のネットワークにおいて（たとえば、ｅＮＢ１０６０を通し
て）送るように構成され得る。第１のネットワークは、第２のネットワークよりも高いキ
ャリア周波数を有する。送信モジュール１０１０は、調節された周期性を示す情報を、第
２のネットワークを介してシステム情報として送るように構成され得る。
【００６２】
　[0071]基地局１００２がＵＥ１０５０にサービスするとき、ビームスイープ周期性モジ
ュール１００８は、ＵＥ１０５０のチャネル品質に基づいて周期性を調節するように構成
され得る。基地局１００２は、ＵＥ１０５０と基地局１００２との間のチャネル品質を決
定するように構成されたチャネル品質決定モジュール１００６をさらに含み得る。ビーム
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スイープ周期性モジュール１００８は、チャネル品質がしきい値未満であるとき、ビーム
スイープを実施する周期性を増大させることによって、周期性を調節するように構成され
得る。ビームスイープ周期性モジュール１００８は、チャネル品質がしきい値よりも大き
いとき、ビームスイープを実施する周期性を低下させることによって、周期性を調節する
ように構成され得る。
【００６３】
　[0072]ビームスイープ周期性モジュール１００８は、ＵＥ１０５０のハンドオフ状態に
基づいて周期性を調節するように構成され得る。ビームスイープ周期性モジュール１００
８は、基地局１００２がハンドオフ中に別の基地局からＵＥ１０５０を受け入れていると
き、ビームスイープを実施する周期性を増大させるように、および基地局１００２がハン
ドオフ中に別の基地局からＵＥ１０５０を正常に受け入れた後、ビームスイープを実施す
る周期性を低下させるように構成され得る。
【００６４】
　[0073]ビームスイープ周期性モジュール１００８は、基地局１００２が、ＵＥにサービ
スする可能性があり得る基地局のセット（アクティブセット）に関連付けられているかど
うかに基づいて、周期性を調節するように構成され得る。ビームスイープ周期性モジュー
ル１００８は、基地局１００２が、ＵＥにサービスする可能性があり得る基地局のいずれ
かのセットに関連付けられているとき、ビームスイープを実施する周期性を増大させるよ
うに、および基地局１００２が、いずれかのＵＥにサービスを提供するための基地局のど
のセットにも関連付けられていないとき、ビームスイープを実施する周期性を低下させる
ように構成され得る。
【００６５】
　[0074]上で論じたように、基地局１００２は、ＵＥのセットにサービスし得る。送信モ
ジュール１０１０は、ＵＥのセットにｍ個のビームを送信することによって、ビームスイ
ープを実施するように構成され得る。各ビームは、基地局１００２のｍ個の異なる送信空
間的方向のうちの１つの送信空間的方向において送信される。代替的または追加的に、受
信モジュール１００４は、ＵＥ１０５０からのｎ個のビームをスキャンすることによって
、ビームスイープを実施するように構成され得る。各ビームは、ＵＥ１０５０のｎ個の異
なる送信空間的方向のうちの、ある異なる送信空間的方向に関連付けられる。
【００６６】
　[0075]チャネル品質決定モジュール１００６は、前のビームスイープに基づいて、ＵＥ
１０５０と基地局１００２との間のチャネル品質を測定するように構成され得る。送信モ
ジュール１０１０は、チャネル品質を示す情報を管理ノード１０７０に送るように構成さ
れ得る。受信モジュール１００４は、それに合わせて調節するべき周期性を示す情報を管
理ノード１０７０から受信するように構成され得る。周期性を示す情報は、測定されたチ
ャネル品質に基づき得る。周期性は、周期性を示す受信情報に基づいて調節され得る。
【００６７】
　[0076]受信モジュール１００４および／または送信モジュール１０１０は、第１のネッ
トワークにおいてビームスイープを実施するように構成され得る。受信モジュール１００
４は、第２のネットワークからタイミング情報を（たとえば、ｅＮＢ１０６０から）取得
するように構成され得る。第１のネットワークは、第２のネットワークよりも高いキャリ
ア周波数を有する。受信モジュール１００４および／または送信モジュール１０１０は、
第２のネットワークから取得したタイミング情報に基づいて、ビームスイープのタイミン
グを同期させるように構成され得る。
【００６８】
　[0077]本装置は、図５の上述のフローチャート中のアルゴリズムのブロックの各々を実
施する追加のモジュールを含み得る。したがって、図５の上述のフローチャート中の各ブ
ロックは１つのモジュールによって実施されてよく、本装置は、それらのモジュールのう
ちの１つまたは複数を含み得る。モジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズムを行
うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられたプ



(20) JP 6672179 B2 2020.3.25

10

20

30

40

50

ロセス／アルゴリズムを実施するように構成されたプロセッサによって実装されるか、プ
ロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何
らかの組合せであり得る。
【００６９】
　[0078]図８は、処理システム１１１４を採用する（準）ミリメートル波基地局装置１０
０２’のためのハードウェア実装形態の一例を示す図である。処理システム１１１４は、
バス１１２４によって全体的に表される、バスアーキテクチャを用いて実現され得る。バ
ス１１２４は、処理システム１１１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、
任意の数の相互接続バスとブリッジとを含み得る。バス１１２４は、プロセッサ１１０４
によって表される１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと
、モジュール１００４、１００６、１００８、および１０１０と、コンピュータ可読媒体
／メモリ１１０６とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス１１２４はまた、タイミ
ングソース、周辺装置、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンク
し得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上
説明しない。
【００７０】
　[0079]処理システム１１１４はトランシーバ１１１０に結合され得る。トランシーバ１
１１０は、１つまたは複数のアンテナ１１２０に結合される。トランシーバ１１１０は、
送信媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ１１１
０は、１つまたは複数のアンテナ１１２０から信号を受信し、受信信号から情報を抽出し
、抽出された情報を処理システム１１１４に与える。さらに、トランシーバ１１１０は、
処理システム１１１４から情報を受信し、受信した情報に基づいて、１つまたは複数のア
ンテナ１１２０に適用されるべき信号を生成する。処理システム１１１４は、コンピュー
タ可読媒体／メモリ１１０６に結合されたプロセッサ１１０４を含む。プロセッサ１１０
４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１１０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一
般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１１０４によって実行されると、処
理システム１１１４に、任意の特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実施させ
る。コンピュータ可読媒体／メモリ１１０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロ
セッサ１１０４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システム
は、モジュール１００４、１００６、１００８、および１０１０のうちの少なくとも１つ
をさらに含む。それらのモジュールは、プロセッサ１１０４中で動作するか、コンピュー
タ可読媒体／メモリ１１０６中に常駐する／記憶されたソフトウェアモジュールであるか
、プロセッサ１１０４に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュールであるか、
またはそれらの何らかの組合せであり得る。処理システム１１１４は、ｅＮＢ６１０の構
成要素であってよく、メモリ６７６、ならびに／またはＴＸプロセッサ６１６、ＲＸプロ
セッサ６７０、およびコントローラ／プロセッサ６７５のうちの少なくとも１つを含んで
もよい。
【００７１】
　[0080]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１００２／１００２’は、基地局であ
り、ビームスイープを実施するための周期性を調節するための手段を含む。ビームスイー
プは、基地局またはＵＥのうちの一方による、複数の異なる送信空間的方向での、ビーム
の複数の送信、および基地局またはＵＥのうちの一方に対する他方による、複数の異なる
スキャン空間的方向での、ビーム送信の複数のスキャンである。基地局は、ビームスイー
プを実施するための調節された周期性を示す情報を送るための手段をさらに含む。基地局
は、調節された周期性でビームスイープを実施するための手段をさらに含む。一構成では
、基地局はＵＥにサービスし、周期性はＵＥのチャネル品質に基づいて調節される。その
ような構成において、基地局は、ＵＥと基地局との間のチャネル品質を決定するための手
段をさらに含み得る。調節するための手段は、チャネル品質がしきい値未満であるとき、
ビームスイープを実施する周期性を増大させることによって、周期性を調節するように構
成され得る。調節するための手段は、チャネル品質がしきい値よりも大きいとき、ビーム
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スイープを実施する周期性を低下させることによって、周期性を調節するように構成され
得る。一構成では、周期性は、ＵＥのハンドオフ状態に基づいて調節される。そのような
構成において、調節するための手段は、基地局がハンドオフ中に別の基地局からＵＥを受
け入れているとき、ビームスイープを実施する周期性を増大させるように構成され得る。
さらに、そのような構成において、調節するための手段は、基地局がハンドオフ中に別の
基地局からＵＥを正常に受け入れた後、ビームスイープを実施する周期性を低下させるこ
とによって周期性を調節するように構成され得る。一構成では、周期性は、基地局が、Ｕ
Ｅにサービスする可能性があり得る基地局のセットに関連付けられているかどうかに基づ
いて調節される。そのような構成において、調節するための手段は、基地局が、ＵＥにサ
ービスする可能性があり得る基地局のいずれかのセットに関連付けられているとき、ビー
ムスイープを実施する周期性を増大させるように構成され得る。さらに、そのような構成
において、調節するための手段は、基地局が、いずれかのＵＥにサービスを提供するため
の基地局のどのセットにも関連付けられていないとき、ビームスイープを実施する周期性
を低下させるように構成され得る。一構成では、基地局はＵＥのセットにサービスし、ビ
ームスイープを実施するための手段は、ＵＥのセットにｍ個のビームを送信するように構
成される。各ビームは、基地局のｍ個の異なる送信空間的方向のうちの１つの送信空間的
方向において送信される。一構成では、基地局は、ＵＥにサービスし、ビームスイープを
実施するための手段は、ＵＥからのｎ個のビームをスキャンするように構成される。各ビ
ームは、ＵＥのｎ個の異なる送信空間的方向のうちの、ある異なる送信空間的方向に関連
付けられる。一構成では、基地局は、前のビームスイープに基づいて、ＵＥと基地局との
間のチャネル品質を測定するための手段と、チャネル品質を示す情報を管理ノードに送る
ための手段と、それに合わせて調節するべき周期性を示す情報を管理ノードから受信する
ための手段とをさらに含む。周期性を示す情報は、測定されたチャネル品質に基づき得る
。周期性は、周期性を示す受信情報に基づいて調節され得る。一構成では、ビームスイー
プは第１のネットワークにおいて実施され、基地局は、第２のネットワークからタイミン
グ情報を取得するための手段をさらに含む。第１のネットワークは、第２のネットワーク
よりも高いキャリア周波数を有する。そのような構成において、基地局は、第２のネット
ワークから取得したタイミング情報に基づいて、ビームスイープのタイミングを同期させ
るための手段をさらに含む。
【００７２】
　[0081]上述の手段は、上述の手段によって列挙される機能を実施するように構成された
、装置１００２、および／または装置１００２’の処理システム１１１４の上述のモジュ
ールのうちの１つまたは複数であり得る。上述されたように、処理システム１１１４は、
ＴＸプロセッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセッサ６７５と
を含む場合がある。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳さ
れた機能を実施するように構成された、ＴＸプロセッサ６１６、ＲＸプロセッサ６７０、
およびコントローラ／プロセッサ６７５であり得る。
【００７３】
　[0082]図９は、例示的なＵＥ装置１２０２における異なるモジュール／手段／構成要素
の間のデータフローを示すデータフロー図１２００である。ＵＥ１２０２は、ＵＥ１２０
２にサービスする基地局１２５０から、ビームスイープを実施するための周期性を示す情
報を受信するように構成された受信モジュール１２０４を含む。ＵＥ１２０２は、ビーム
スイープを実施するための周期性を調節するように構成されたビームスイープ周期性モジ
ュール１２０８をさらに含む。ビームスイープは、基地局１２５０またはＵＥ１２０２の
うちの一方による、複数の異なる送信空間的方向での、ビームの複数の送信、および基地
局１２５０またはＵＥ１２０２のうちの一方に対する他方による、複数の異なるスキャン
空間的方向での、ビーム送信の複数のスキャンである。ビームスイープ周期性モジュール
１２０８は、受信モジュール１２０４および／または送信モジュール１２１０が、調節さ
れた周期性でビームスイープを実施するように、受信モジュール１２０４および／または
送信モジュール１２１０と通信する。
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【００７４】
　[0083]受信モジュール１２０４および／または送信モジュール１２１０は、第１のネッ
トワークにおいてビームスイープを実施するように構成され得る。受信モジュール１２０
４は、調節された周期性を示す情報を第２のネットワークにおいて（たとえば、ｅＮＢ１
２６０を通して）受信するように構成され得る。第１のネットワークは、第２のネットワ
ークよりも高いキャリア周波数を有する。受信モジュール１２０４は、調節された周期性
を示す情報を、第２のネットワークを介してシステム情報として受信ように構成され得る
。送信モジュール１２１０は、基地局にｎ個のビームを送信することによって、ビームス
イープを実施するように構成され得る。各ビームは、ＵＥのｎ個の異なる送信空間的方向
のうちの１つの送信空間的方向において送信される。受信モジュール１２０４は、基地局
からのｍ個のビームを求めてスキャンすることによって、ビームスイープを実施するよう
に構成され得る。各ビームは、基地局のｍ個の異なる送信空間的方向のうちの、ある異な
る送信空間的方向に関連付けられる。
【００７５】
　[0084]ＵＥ１２０２は、前のビームスイープに基づいて、基地局１２５０とＵＥ１２０
２との間のチャネル品質を測定するように構成されたチャネル品質決定モジュール１２０
６をさらに含み得る。送信モジュール１２１０は、チャネル品質を示す情報を基地局に送
るように構成され得る。情報は、管理ノードに向けられ得る。周期性を示す受信情報は、
送られたチャネル品質を示す情報に基づき得る。
【００７６】
　[0085]送信モジュール１２１０は、第１のネットワークにおいてビームスイープを実施
するように構成され得る。受信モジュール１２０４は、第２のネットワークからタイミン
グ情報を（たとえば、ｅＮＢ１２６０から）取得するように構成され得る。第１のネット
ワークは、第２のネットワークよりも高いキャリア周波数を有する。ビームスイープ周期
性モジュール１２０８は、第２のネットワークから取得したタイミング情報に基づいて、
ビームスイープのタイミングを同期させるように構成され得る。
【００７７】
　[0086]本装置は、図６の上述のフローチャート中のアルゴリズムのブロックの各々を実
施する追加のモジュールを含み得る。したがって、図６の上述のフローチャート中の各ブ
ロックは１つのモジュールによって実施されてよく、本装置は、それらのモジュールのう
ちの１つまたは複数を含み得る。モジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズムを行
うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられたプ
ロセス／アルゴリズムを実施するように構成されたプロセッサによって実装されるか、プ
ロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何
らかの組合せであり得る。
【００７８】
　[0087]図１０は、処理システム１３１４を使用するＵＥ装置１２０２’向けのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図解１３００である。処理システム１３１４は、バス１３２４
によって全体的に表される、バスアーキテクチャを用いて実現され得る。バス１３２４は
、処理システム１３１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相
互接続バスとブリッジとを含み得る。バス１３２４は、プロセッサ１３０４によって表さ
れる１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール
１２０４、１２０６、１２０８、および１２１０と、コンピュータ可読媒体／メモリ１３
０６とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス１３２４はまた、タイミングソース、
周辺装置、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、こ
れらの回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明しない。
【００７９】
　[0088]処理システム１３１４はトランシーバ１３１０に結合され得る。トランシーバ１
３１０は、１つまたは複数のアンテナ１３２０に結合される。トランシーバ１３１０は、
送信媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ１３１
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０は、１つまたは複数のアンテナ１３２０から信号を受信し、受信された信号から情報を
抽出し、抽出された情報を処理システム１３１４に提供する。加えて、トランシーバ１３
１０は、処理システム１３１４から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまた
は複数のアンテナ１３２０に適用されるべき信号を生成する。処理システム１３１４は、
コンピュータ可読媒体／メモリ１３０６に結合されたプロセッサ１３０４を含む。プロセ
ッサ１３０４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１３０６に記憶されたソフトウェアの実
行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１３０４によって実行さ
れると、処理システム１３１４に、任意の特定の装置のための上記で説明した様々な機能
を実施させる。コンピュータ可読媒体／メモリ１３０６はまた、ソフトウェアを実行する
ときにプロセッサ１３０４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処
理システムは、モジュール１２０４、１２０６、１２０８、および１２１０のうちの少な
くとも１つをさらに含む。それらのモジュールは、プロセッサ１３０４中で動作するか、
コンピュータ可読媒体／メモリ１３０６中に常駐する／記憶されたソフトウェアモジュー
ルであるか、プロセッサ１３０４に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュール
であるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。処理システム１３１４は、ＵＥ６
５０の構成要素であり得、メモリ６６０、ならびに／またはＴＸプロセッサ６６８、ＲＸ
プロセッサ６５６、およびコントローラ／プロセッサ６５９のうちの少なくとも１つを含
み得る。
【００８０】
　[0089]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１２０２／１２０２’は、ＵＥであり
、ビームスイープを実施するための周期性を示す情報を基地局から受信するための手段と
、ビームスイープを実施するための周期性を調節するための手段とを含む。ビームスイー
プは、基地局またはＵＥのうちの一方による、複数の異なる送信空間的方向での、ビーム
の複数の送信、および基地局またはＵＥのうちの一方に対する他方による、複数の異なる
スキャン空間的方向での、ビーム送信の複数のスキャンである。ＵＥは、調節された周期
性でビームスイープを実施するための手段をさらに含む。一構成では、ビームスイープを
実施するための手段は、基地局にｎ個のビームを送信するように構成される。各ビームは
、ＵＥのｎ個の異なる送信空間的方向のうちの１つの送信空間的方向において送信される
。一構成では、ビームスイープを実施するための手段は、基地局からのｍ個のビームを求
めてスキャンするように構成される。各ビームは、基地局のｍ個の異なる送信空間的方向
のうちの、ある異なる送信空間的方向に関連付けられる。一構成では、ＵＥは、前のビー
ムスイープに基づいて、基地局とＵＥとの間のチャネル品質を測定するための手段と、チ
ャネル品質を示す情報を基地局に送るための手段とを含む。情報は、管理ノードに向けら
れる。周期性を示す受信情報は、送られたチャネル品質を示す情報に基づく。一構成では
、ビームスイープは第１のネットワークにおいて実施され、ＵＥは、第２のネットワーク
からタイミング情報を取得するための手段をさらに含む。第１のネットワークは、第２の
ネットワークよりも高いキャリア周波数を有する。そのような構成において、ＵＥは、第
２のネットワークから取得したタイミング情報に基づいて、ビームスイープのタイミング
を同期させるための手段をさらに含む。
【００８１】
　[0090]上述の手段は、上述の手段によって列挙される機能を実施するように構成された
、装置１２０２、および／または装置１２０２’の処理システム１３１４の上述のモジュ
ールのうちの１つまたは複数であり得る。上述されたように、処理システム１３１４は、
ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５９と
を含む場合がある。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳さ
れた機能を実施するように構成された、ＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、
およびコントローラ／プロセッサ６５９であり得る。
【００８２】
　[0091]開示したプロセス／フローチャートにおけるブロックの特定の順序または階層は
、例示的な手法の一例であることを理解される。設計選好に基づいて、プロセス／フロー
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チャートにおけるブロックの特定の順序または階層は並べ替えられ得ることを理解される
。さらに、いくつかのブロックは組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方法ク
レームは、様々なブロックの要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定
の順序または階層に限定されることを意図しない。
【００８３】
　[0092]以上の説明は、当業者が本明細書で説明する様々な態様を実践できるようにする
ために提供される。これらの態様への様々な変更は当業者には容易に明らかであり、本明
細書で定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範囲は、
本明細書に示された態様に限定される意図はなく、クレーム文言に矛盾しない全範囲を与
えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は、そのように明記されてい
ない限り、「唯一無二の」を意味する意図はなく、「１つまたは複数の」を意味するもの
である。「例示的」という単語は、本明細書では「例、事例、または例示の働きをするこ
と」を意味するために使用される。「例示的」として本明細書において説明されるいずれ
の態様も、必ずしも他の態様よりも好ましいか、または有利であると解釈されるとは限ら
ない。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という用語は１つまたは複数を指す
。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つの」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なく
とも１つ」、「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａ、Ｂ、お
よび／またはＣの任意の組合せを含み、複数のＡ、複数のＢ、または複数のＣを含み得る
。具体的には、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのう
ちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、
Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ、ＡおよびＢおよびＣで
あり得、任意のそのような組合せは、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数のメンバ
を含み得る。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわた
って説明された様々な態様の要素のすべての構造的および機能的等価物は、参照により本
明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されることを意図する。さらに、本明
細書に開示されるものは、そのような開示が特許請求の範囲において明示的に列挙されて
いるかどうかにかかわらず、公に供されることは意図されていない。いかなるクレーム要
素も、その要素が「ための手段」という句を使用して明確に記載されていない限り、ミー
ンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　基地局のワイヤレス通信の方法であって、
　ビームスイープを実施するための周期性を調節すること、前記ビームスイープは、前記
基地局またはユーザ機器（ＵＥ）のうちの一方による、複数の異なる送信空間的方向での
、ビームの複数の送信、および前記基地局または前記ＵＥのうちの前記一方に対する他方
による、複数の異なるスキャン空間的方向での、前記ビーム送信の複数のスキャンである
、と、
　ビームスイープを実施するための前記調節された周期性を示す情報を送ることと、
　前記調節された周期性で前記ビームスイープを実施することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記ビームスイープは、第１のネットワークにおいて実施され、前記調節された周期性
を示す前記情報は、第２のネットワークにおいて送られ、前記第１のネットワークは、前
記第２のネットワークよりも高いキャリア周波数を有する、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記調節された周期性を示す前記情報は、前記第２のネットワークを介してシステム情
報として送られる、
　Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
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　前記基地局は、ＵＥにサービスし、前記周期性は、前記ＵＥのチャネル品質に基づいて
調節され、前記方法は、前記ＵＥと前記基地局との間の前記チャネル品質を決定すること
をさらに備え、前記周期性は、前記チャネル品質がしきい値未満であるとき、前記ビーム
スイープを実施する前記周期性を増大させることによって調節される、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記基地局は、ＵＥにサービスし、前記周期性は、前記ＵＥのチャネル品質に基づいて
調節され、前記方法は、前記ＵＥと前記基地局との間の前記チャネル品質を決定すること
をさらに備え、前記周期性は、前記チャネル品質がしきい値よりも大きいとき、前記ビー
ムスイープを実施する前記周期性を低下させることによって調節される、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記周期性は、前記ＵＥのハンドオフ状態に基づいて調節され、前記方法は、前記基地
局がハンドオフ中に別の基地局からＵＥを受け入れているとき、前記ビームスイープを実
施する前記周期性を増大させることをさらに備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記周期性は、前記ＵＥのハンドオフ状態に基づいて調節され、前記方法は、前記基地
局がハンドオフ中に別の基地局から前記ＵＥを正常に受け入れた後、前記ビームスイープ
を実施する前記周期性を低下させることをさらに備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記周期性は、前記基地局が、ＵＥにサービスする可能性があり得る基地局のセットに
関連付けられているかどうかに基づいて調節され、前記方法は、前記基地局が、ＵＥにサ
ービスする可能性があり得る基地局のいずれかのセットに関連付けられているとき、前記
ビームスイープを実施する前記周期性を増大させることをさらに備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記周期性は、前記基地局が、ＵＥにサービスする可能性があり得る基地局のセットに
関連付けられているかどうかに基づいて調節され、前記方法は、前記基地局が、いずれか
のＵＥにサービスを提供するための基地局のどのセットにも関連付けられていないとき、
前記ビームスイープを実施する前記周期性を低下させることをさらに備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記基地局は、ＵＥのセットにサービスし、前記ビームスイープを前記実施することは
、前記ＵＥセットにｍ個のビームを送信することを備え、各ビームは、前記基地局のｍ個
の異なる送信空間的方向のうちの１つの送信空間的方向において送信される、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記基地局は、ＵＥにサービスし、前記ビームスイープを前記実施することは、前記Ｕ
Ｅからのｎ個のビームをスキャンすることを備え、各ビームは、前記ＵＥのｎ個の異なる
送信空間的方向のうちの、ある異なる送信空間的方向に関連付けられる、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前のビームスイープに基づいて、前記ＵＥと前記基地局との間のチャネル品質を測定す
ることと、
　前記チャネル品質を示す情報を管理ノードに送ることと、
　それに合わせて調節するべき前記周期性を示す情報を前記管理ノードから受信すること
、前記周期性を示す前記情報は、前記測定されたチャネル品質に基づき、前記周期性は、
前記周期性を示す前記受信情報に基づいて調節される、と
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　をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記ビームスイープは、第１のネットワークにおいて実施され、前記方法は、
　第２のネットワークからタイミング情報を取得すること、前記第１のネットワークは、
前記第２のネットワークよりも高いキャリア周波数を有する、と、
　前記第２のネットワークから取得された前記タイミング情報に基づいて、前記ビームス
イープのタイミングを同期させることと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法であって、
　ビームスイープを実施するための周期性を示す情報を基地局から受信することと、
　前記ビームスイープを実施するための前記周期性を調節すること、前記ビームスイープ
は、前記基地局または前記ＵＥのうちの一方による、複数の異なる送信空間的方向での、
ビームの複数の送信、および前記基地局または前記ＵＥのうちの前記一方に対する他方に
よる、複数の異なるスキャン空間的方向での、前記ビーム送信の複数のスキャンである、
と、
　前記調節された周期性で前記ビームスイープを実施することと
　を備える、方法。
［Ｃ１５］
　前記ビームスイープは、第１のネットワークにおいて実施され、前記調節された周期性
を示す前記情報は第２のネットワークにおいて受信され、前記第１のネットワークは、前
記第２のネットワークよりも高いキャリア周波数を有する、
　Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記調節された周期性を示す前記情報は、前記第２のネットワークを介してシステム情
報として受信される、
　Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記ビームスイープを前記実施することは、前記基地局にｎ個のビームを送信すること
を備え、各ビームは、前記ＵＥのｎ個の異なる送信空間的方向のうちの１つの送信空間的
方向において送信される、
　Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記ビームスイープを前記実施することは、前記基地局からのｍ個のビームを求めてス
キャンすることを備え、各ビームは、前記基地局のｍ個の異なる送信空間的方向のうちの
、ある異なる送信空間的方向に関連付けられる、
　Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前のビームスイープに基づいて、前記基地局と前記ＵＥとの間のチャネル品質を測定す
ることと、
　前記チャネル品質を示す情報を前記基地局に送ること、前記情報は管理ノードに向けら
れ、前記周期性を示す前記受信情報は、前記チャネル品質を示す前記送られた情報に基づ
く、と
　をさらに備える、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記ビームスイープは第１のネットワークにおいて実施され、前記方法は、
　第２のネットワークからタイミング情報を取得すること、前記第１のネットワークは、
前記第２のネットワークよりも高いキャリア周波数を有する、と、
　前記第２のネットワークから取得された前記タイミング情報に基づいて、前記ビームス
イープのタイミングを同期させることと
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　をさらに備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、基地局であり、
　ビームスイープを実施するための周期性を調節するための手段、前記ビームスイープは
、前記基地局またはユーザ機器（ＵＥ）のうちの一方による、複数の異なる送信空間的方
向での、ビームの複数の送信、および前記基地局または前記ＵＥのうちの前記一方に対す
る他方による、複数の異なるスキャン空間的方向での、前記ビーム送信の複数のスキャン
である、と、
　ビームスイープを実施するための前記調節された周期性を示す情報を送るための手段と
、
　前記調節された周期性で前記ビームスイープを実施するための手段と
　を備える装置。
［Ｃ２２］
　前記ビームスイープは第１のネットワークにおいて実施され、前記調節された周期性を
示す前記情報は第２のネットワークにおいて送られ、前記第１のネットワークは前記第２
のネットワークよりも高いキャリア周波数を有する、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記基地局はＵＥのセットにサービスし、前記ビームスイープを前記実施するための手
段は、前記ＵＥセットにｍ個のビームを送信するように構成され、各ビームは、前記基地
局のｍ個の異なる送信空間的方向のうちの１つの送信空間的方向において送信される、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記基地局は、ＵＥにサービスし、前記ビームスイープを実施するための前記手段は、
前記ＵＥからのｎ個のビームをスキャンするように構成され、各ビームは、前記ＵＥのｎ
個の異なる送信空間的方向のうちの、ある異なる送信空間的方向に関連付けられる、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前のビームスイープに基づいて、前記ＵＥと前記基地局との間のチャネル品質を測定す
るための手段と、
　前記チャネル品質を示す情報を管理ノードに送るための手段と、
　それに合わせて調節するべき前記周期性を示す情報を前記管理ノードから受信するため
の手段と、前記周期性を示す前記情報は前記測定されたチャネル品質に基づき、前記周期
性は、前記周期性を示す前記受信情報に基づいて調節される、をさらに備える、
　Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記ビームスイープは、第１のネットワークにおいて実施され、前記装置は、
　第２のネットワークからタイミング情報を取得するための手段、前記第１のネットワー
クは前記第２のネットワークよりも高いキャリア周波数を有する、と、
　前記第２のネットワークから取得された前記タイミング情報に基づいて、前記ビームス
イープのタイミングを同期させるための手段と
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置はユーザ機器（ＵＥ）であり、
　ビームスイープを実施するための周期性を示す情報を基地局から受信するための手段と
、
　前記ビームスイープを実施するための前記周期性を調節するための手段、前記ビームス
イープは、前記基地局または前記ＵＥのうちの一方による、複数の異なる送信空間的方向
での、ビームの複数の送信、および前記基地局または前記ＵＥのうちの前記一方に対する
他方による、複数の異なるスキャン空間的方向での、前記ビーム送信の複数のスキャンで
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　前記調節された周期性で前記ビームスイープを実施するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ２８］
　前記ビームスイープは、第１のネットワークにおいて実施され、前記調節された周期性
を示す前記情報は第２のネットワークにおいて受信され、前記第１のネットワークは、前
記第２のネットワークよりも高いキャリア周波数を有する、
　Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記ビームスイープを前記実施するための手段は、前記基地局からのｍ個のビームを求
めてスキャンするように構成され、各ビームは、前記基地局のｍ個の異なる送信空間的方
向のうちの、ある異なる送信空間的方向に関連付けられる、
　Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前のビームスイープに基づいて、前記基地局と前記ＵＥとの間のチャネル品質を測定す
るための手段と、
　前記チャネル品質を示す情報を前記基地局に送るための手段と、前記情報は管理ノード
に向けられ、前記周期性を示す前記受信情報は、前記チャネル品質を示す前記送られた情
報に基づく、をさらに備える、
　Ｃ２９に記載の装置。

【図１】 【図２】
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